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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞
・6/25・16　2班の職員旅行あり。人員が少なくなる為、協力して業務を行う事。
・6/30（火）15：00～医療安全・感染対策の巡視あり。

＜青明舎利用者様情報＞
・高柳　和子様～デイケアに行っても気分の落ち込みがあると話し、昼頃より「ザワザワする。」との事。担当医より薬の変更を勧められるが、「変えたくない。」と話している。外出はできているとの事で評価している。

・青木　紀子様～6/16（火）鹿内内科受診し軽度の気管支炎の診断あるが、徐々に改善している。食欲が戻らず体重が3Kg減ったとの事。
・大久保恒夫様～煙草のミリ数を9㎎から3㎎へ変えてから口がパクパクする感じと口の渇きは良くなったとの事。来月からプログラムが新しくなり、レクリエーションで麻雀ができる時間が増えるが、午後2時から手の震えがある為、「できない。」と話す事がある。デイケアスタッフより、必ずしもレクの時間に参加という訳ではなく、体調を見ながら参加していくよう助言している。
・大久保律子様～年金支給額が変わったとの事で市役所へ相談するよう伝えている。
・前野　義勝様～疲労感があり、うみねこ幸房の農作業が大変だと話している。肩や膝が痛い時は適宜、休みを取ることは出来ているとの事。

＜グループホーム利用者様情報＞
・淡路智恵子様～「アパートを借りたい。」と言い、担当医と身元引受人への報告は「前にした。」と何度も話している。もう一度担当医と身元引受人へ相談するよう伝えている。
・平　康子　様～6/23（火）9：30市民病院退院予定。グループホーム世話人が付き添いとなる。
・大久保康弘様～グループホームでは服薬を目の前でして貰っていたが、口の中・舌下の確認までしていなかった。先週金曜日6/19「タクシー会社から携帯電話に着信があった。」と話し、沢代さんがタクシーの運転手に話し、番号を教えた。」と妄想に左右された発言がある。携帯電話からタクシー会社へ電話した際の着信は残らず、大久保様の携帯へ電話する事はないとの事。
　　　　　　　　入院前にグループホーム世話人へ「本当の人間なのか幻視なのかわからい位に鮮やかに見える。」と話していたが、「今は膜がかかったように見える。」との事。幻聴についてデイナイトケアではあると話すが、グループホームではないと話している。
・中道　茂様～　6/20（土）グループホームへ戻っている。「前と変わらない。」と話し、掃除や片付け・買い物を妹様の協力で済ませた為、「部屋で寝て過ごす。」と話していた。入院中薬の自己管理はしてなかった為、日時と曜日・いつ服用する薬か照らし合わせる事ができず、上手くセットできない状況。
　　　　　　　　しばらくぶりであり、一日ずつのセットを勧めるが納得できずにいる。
　　　　　　　　月～水の3日分・木～金の2日分・土曜・日曜は一日分のセットで了承を得ている。本日デイナイトケアに行く際は空の薬包を持ち「スタッフに確認してもらう。」と話し、夕食後・就床前薬も準備する事が出来ている。現在「足に力が入らない。」「グループホームにいられなくなるかも。」と不安を訴えている。

＜利用者様情報＞

・千葉　輝夫様～アルツハイマー型認知症で当院外来受診し、うみねこ幸房を利用している72歳男性の方。本日デイケア見学を実施している。スタッフの説明を穏やかに聞いており、表情良く「よろしくお願いします」と話している。今後の利用については、関係機関の利用日を調整した後、利用開始を検討する事としている。
· 根地戸恵様～外来看護より､本日外来診察にて､薬剤調整目的にて6/25（木）10時入　　　

院予定となったとの情報がある。本人からも､｢先生から入院って言われちゃった｣との話がある。最近の状況（青木様とのトラブル､不安等を訴えることが多かったこと等）を振り返ると､｢そうなんだよ｣｢具合悪かったし､入院もしょうがないなと思って｣等と話している。ゆっくり休養し､体調を整えることも必要であることを伝えている。

・繁名　和恵様～両肘・両膝・ふくらはぎへ湿疹あり、北村皮膚科受診。ツムラ⑮処方となり、次回受診は6/29（月）の予定。

・古舘　ヨリ様～以前グループホームで火傷をした為、北村皮膚科受診。軟膏塗布しガーゼ保護している。明日も受診予定。

・大久保康弘様～ご家族、移山寮三浦、グループホーム世話人、デイナイトケアスタッフで面談実施。「ワークキャンパス」入所の件について、介護認定されたことによりグループホーム入所の対象外であり、ご家族が本人へ「ワークキャンパス」入所を強く勧めている。本人は不安（夜間体調崩した時に、スタッフが1人で大丈夫なのか、10月から全面禁煙になる、自由に外出が出来ない、人間関係がうまくいくのか、本棚を置けるのかなど）があると話されるが、入所する事に決めている。入所は早くて8月1日とのことで、それまでに不安を軽減させるためにスタッフへ相談していくこととする。また、入所するまで服薬を確実に行うため、土・日曜日にヘルパー導入（19：00～19：30）し、19：00夕食後薬服用確認、19：30就床前薬服用確認することも本人へ説明している。面談終了後もスタッフへ「急に言われてびっくりしました」「6月21日に兄にワーキキャンパスに行きたくないと相談したときには、考えてみると話していたのに、急に行けと言われた」と不安と不満を話している。グループホーム同居人やタクシーへの被害妄想様の発言が聞かれているため、精神症状の確認や所在確認も行っていく。

・中村　茂様～本日よりデイナイトケア利用開始となっている。現在「足に力が入らない」「グループホームにいられなくなるかも」と不安を訴えていると情報ある。デイナイトケアでは、「以前と変わらない」と話すが、歩行状態は、良好のように見受けられる。適度に他者との交流見られ、プログラムにも問題なく参加されている。

＜外来情報＞

・坂本　福子様～診察時164/100mmHgだが、急に降圧剤を増やす事は心配である為増薬はせず、経過観察となっている。体重管理の為プールへ行き歩行してはどうか勧められている。

・根地戸　恵様～6/25（木）10時薬剤調整のため入院予定。

・清水　秋男様～起床時のふらつきがあるとの事でエスタゾラムが1/2錠減薬となっている。

・下口　政子様～採血・尿検査施行。尿検の結果白血球3+の為、来週尿検査予定です。

・清水　泰雅様～採血・尿検査施行。尿検査異常なし

カンファレンスシート（　番沢　政勝様）

実施日：H27年6月22日（月）13：30～14：00

　　　　　　　　　　　　　　担当チーム：川井・慶長・馬場

検討内容　目標・計画の見直し

	氏名
	番沢　政勝様
	性別
	男
	年齢
	46
	生年月日
	S44年5月15日

	主病名
	統合失調症
	合併症
	脂質異常症

	治療方針（医師の指示）
	・基本的生活習慣の修得　　　　　　　・病識を身につける

・身体機能の維持・向上　　　　　　　・社会資源の利用

・対人関係の改善　　・作業能力・持続性の向上

	本人希望
	病状の安定、体調管理を行う

	家族希望
	病状の安定、体調管理を行う

	入院歴
	計　3回（最終：15年2月　～16年4月　）

	通所歴
	　1回目

· 今回：16年　7月1日～現在　　（週5回/月～金曜日）

	その他サービス利用
	青明舎

	住居：

グループホーム「あおめ」入所
	家族構成：

母と姉

	利用制度
	愛護手帳Ｂ
	障害者年金2級
	自立支援

	備考：


【目標・治療計画（現在）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状の安定、体調管理を行う
	①食生活に気を付け、検査値を正常値に近づける。


	①食事や間食についてのこだわりがあり、分からない事をスタッフへ相談する。
	①本人の不安やこだわり（食事内容・間食内容・水分摂取量・体重）を和らげるために、スタッフへ自分から相談し密な関わりや面談を行っていく。

	
	②市街地へ一緒に出掛けられるような友人を作る。
	②相手に伝わるように内容を整理して話す。
	②時間を掛けて会話しないと本当に話したい内容にたどりつけないと話すため、話したい内容・整理し、時間を掛け、本人の思いを引き出していく。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状
	今後の対応

	①食事や間食についてのこだわりがあり、分からない事をスタッフへ相談する。
	・採血結果で葉酸値が低いことを受け、緑黄色野菜を多めに摂取することは継続している。
・金銭的に苦しいと話すが、特売日に購入しないことや産地・ブランドについてのこだわりがあり、高価な物を購入している。
・食品は「よこまち」、日用品は「サンデー」、煙草は「セプドール」と購入する店を決め、買い物をする日も決めている。
・「年金支給額が減るかもしれない」と話すが喫煙本数を増やすこともある。
・6月は尿酸値が高く、担当医より「食べ過ぎ」と言われたとのことで、対策について話しあっている。

・様々なことに関するこだわりがある。
	自分から相談することが少ないが、スタッフから声を掛けると返答することが出来ている為、定期的に面談を行い、本人の考えを確認していく必要がある。計画は継続し、こだわりは受容しつつ、適した対応が行えるように、対応方法を確認し、実践を促していく。

	②相手に伝わるように内容を整理して話す。
	・本人から話し掛けてくることは少なく、気分が乗らない時はスタッフからの話し掛けに対しても不機嫌そうに返答される。
・機嫌よく返答されても「自分が本当に言いたいことに達するまで時間が掛かる」と話される。
・長々と話すため、話しを切り上げようとすると「もっと話したいことがあった」と続けて話す事もある。
	友人と一緒に出掛けたいという気持ちを持っているが、自分から声を掛けることや、上手く伝えることが出来ていない状態。今後も目標計画を継続し、まずはスタッフとの交流から、伝え方を実践できるように、積極的に声掛けを行っていく。


【目標・治療計画（再立案）】

	長期目標
	中期目標
	短期目標
	治療計画

	病状の安定、体調管理を行う
	①食生活に気を付け、検査値を正常値に近づける。


	①食事や間食についてのこだわりがあり、分からない事をスタッフへ相談する。
	①本人の不安やこだわり（食事内容・間食内容・水分摂取量・体重）を和らげるために、スタッフへ自分から相談し密な関わりや面談を行っていく。

	
	②市街地へ一緒に出掛けられるような友人を作る。
	②相手に伝わるように内容を整理して話す。
	②時間を掛けて会話しないと本当に話したい内容にたどりつけないと話すため、話したい内容・整理し、時間を掛け、本人の思いを引き出していく。


